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佐賀県健康福祉本部佐賀県健康福祉本部佐賀県健康福祉本部佐賀県健康福祉本部



県の福祉施策の見直しと再構築

○ 保護の視点から自立支援へ

○ 措置から選択（契約制度）へ

○ 施設福祉から地域福祉へ

○ 利用者負担の導入（サービス費用負担の適正化）

○ 権限は県から住民に身近な市町村へ

○ 多様な福祉サービスの担い手の参入

県県県県のののの福祉施策福祉施策福祉施策福祉施策のののの見直見直見直見直しとしとしとしと再構築再構築再構築再構築

時代時代時代時代にあったにあったにあったにあった県民福祉県民福祉県民福祉県民福祉のののの充実充実充実充実・・・・向上向上向上向上

福祉の流れ・ニーズの変化



県立福祉施設見直県立福祉施設見直県立福祉施設見直県立福祉施設見直しのしのしのしの考考考考ええええ方方方方
＜利用者にとって、より良いサービスが受けられるために＞

＜＜＜＜基本理念基本理念基本理念基本理念＞＞＞＞
○ 障害児者の地域での生活を促進するため、地域移行地域移行地域移行地域移行をををを支援支援支援支援する。
○ すべての要支援者が各ライフステージにおいて安心して生活できるための

セーフティネットセーフティネットセーフティネットセーフティネットをををを確保確保確保確保・・・・提供提供提供提供する。

＜＜＜＜基本理念基本理念基本理念基本理念がががが目指目指目指目指すすすす社会社会社会社会＞＞＞＞
○ すべての障害児者、要支援者が個人として尊重される
○ できるだけ住み慣れた地域で自立した生活を送ることができる
○ 各ライフステージにおいて必要な支援を効果的に受けられる

＜＜＜＜基本理念基本理念基本理念基本理念がががが目指目指目指目指すすすす社会社会社会社会＞＞＞＞
○ すべての障害児者、要支援者が個人として尊重される
○ できるだけ住み慣れた地域で自立した生活を送ることができる
○ 各ライフステージにおいて必要な支援を効果的に受けられる

再編強化再編強化再編強化再編強化 民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲 廃廃廃廃 止止止止

県立県立県立県立がががが適適適適しているものしているものしているものしているもの 民間民間民間民間がががが適適適適しているものしているものしているものしているもの 役割役割役割役割をををを終終終終えたものえたものえたものえたもの

自立生活能力習得、
就労移行訓練、早期
療育支援 等

生涯を通じた安心生活のため
の福祉サービスのメニュー・定
員の確保・提供

県立施設と民間施設の役割分担の見直し県立施設と民間施設の役割分担の見直し



○○○○ 施設施設施設施設にににに入所入所入所入所されているされているされているされている方方方方

→ 自立生活能力の習得や就労移行訓練等により、地域地域地域地域でででで生活生活生活生活できるようにできるようにできるようにできるように支援支援支援支援。。。。

○○○○ 将来施設将来施設将来施設将来施設へのへのへのへの入所入所入所入所がががが想定想定想定想定されるされるされるされる障害児障害児障害児障害児

→ 早期の療育支援等により、施設入所施設入所施設入所施設入所をををを回避回避回避回避しししし、、、、学校卒業後学校卒業後学校卒業後学校卒業後もももも地域生活地域生活地域生活地域生活をををを可能可能可能可能にににに

するための取り組みを推進。

○○○○ ライフステージライフステージライフステージライフステージのののの各段階各段階各段階各段階ではではではでは、、、、必要必要必要必要となるとなるとなるとなるサービスサービスサービスサービスがががが変化変化変化変化

→ 一生涯一生涯一生涯一生涯をををを通通通通じてじてじてじて安心安心安心安心してしてしてして生活生活生活生活できるできるできるできる福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスののののメニューメニューメニューメニュー・・・・定員定員定員定員をををを確保確保確保確保・・・・提供提供提供提供

・ 地域移行のための支援を必要とするとき

・ 入所施設サービスが必要なとき

・ 保護が必要なとき

・ 地域生活を継続していくうえで、福祉サービスを必要とするとき

○○○○ 障害施設入所者障害施設入所者障害施設入所者障害施設入所者はははは、、、、一方通行型一方通行型一方通行型一方通行型のののの地域移行地域移行地域移行地域移行にはにはにはには不安不安不安不安

→ セーフティネットセーフティネットセーフティネットセーフティネットのののの提供提供提供提供がががが確保確保確保確保されていることによりされていることによりされていることによりされていることにより安心安心安心安心したしたしたした地域移行地域移行地域移行地域移行

セーフティネットセーフティネットセーフティネットセーフティネットのののの確保確保確保確保

地域移行地域移行地域移行地域移行のののの支援支援支援支援



目指目指目指目指すすすす社会社会社会社会ののののイメージイメージイメージイメージ

〈入所施設〉

利用者本位利用者本位利用者本位利用者本位のののの施設運営施設運営施設運営施設運営

〈入所施設〉

〈体験型グループホーム〉

地域地域地域地域でのでのでのでの自立自立自立自立にににに向向向向けたけたけたけた支援機能支援機能支援機能支援機能〈デイサービス等〉
〈通所訓練施設〉

県民県民県民県民のののの視点視点視点視点でのでのでのでの福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスのののの提供提供提供提供

〈グループホーム等〉

利用者が施設の中で個々の状態に応じ、
家庭に近いサービスが受けられる

障害者等が地域で自立した生活を送るための
訓練や支援を受けられる

県民が施設・在宅の違いや施設の運営主体に関わらず、
公平にサービスが受けられ、サービスの内容と負担の
バランスがとれている



県立と民間の役割分担の見直し

＜＜＜＜全県下全県下全県下全県下をををを対象対象対象対象＞＞＞＞

県が先導して役割を果たすべきもの

県内全体に知識・技術を普及させるべき
もの

民間では運営ノウハウの蓄積が少ない
もの

県民ニーズはあるが、経営面において民
間の引受け手が見込まれないもの

県県県県

民民民民

間間間間

＜＜＜＜それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの地域地域地域地域をををを中心中心中心中心＞＞＞＞

居住の場の提供、日常生活の介護、授産
事業等を中心

県が果たすべき役割以外

民間施設民間施設民間施設民間施設
民間施設民間施設民間施設民間施設

民間施設民間施設民間施設民間施設

民間施設民間施設民間施設民間施設

県立施設県立施設県立施設県立施設

民間施設民間施設民間施設民間施設

民間施設の充実を踏まえて



各各各各ステージステージステージステージにおいてにおいてにおいてにおいて必要必要必要必要なななな福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスとととと提供主体提供主体提供主体提供主体

セーフティネットセーフティネットセーフティネットセーフティネットのののの
確保確保確保確保・・・・提供提供提供提供

児童養護

婦人保護・ＤＶ支援

居住支援

生活支援

自立支援

就労支援（継続）

地域移行支援地域移行支援地域移行支援地域移行支援

療育支援

自立生活支援

就労移行支援

必要なサービス

民間民間民間民間

県県県県

提供主体

地域にいても常時福祉
サービスが必要なとき

・ 養護児童

・ 要保護婦人

・ ＤＶ被害女性

・ 要救護者

・ 知的障害者

・ 身体障害者

・ 高齢者

地域での生活が困難な
とき、保護が必要なとき

施設に入所して長期的
に自立を目指すとき

地域での自立のための
居住の場が必要なとき

・ 知的障害児、者

・ 身体障害者

（身体障害児療育

は民間で実施中）

地域での自立生活能力
等の習得を希望すると
き

対象者ステージ

再編強化再編強化再編強化再編強化

継続運営継続運営継続運営継続運営

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

廃止廃止廃止廃止



障害者への福祉サービスイメージ

自立志向型自立志向型自立志向型自立志向型
通所施設通所施設通所施設通所施設

療育支援
自立支援
就労支援

地 域

家庭

（学校

含む）

地域地域地域地域
移行移行移行移行

ｾｰﾌﾃｨｾｰﾌﾃｨｾｰﾌﾃｨｾｰﾌﾃｨ
ﾈｯﾄﾈｯﾄﾈｯﾄﾈｯﾄ

地域地域地域地域でのでのでのでの自立自立自立自立
生活生活生活生活がががが困難困難困難困難にににに
なったときなったときなったときなったとき

居住生活型居住生活型居住生活型居住生活型

授 産

療 護

その他

自立志向型自立志向型自立志向型自立志向型

療育支援

自立支援

就労支援

入所施設

自立生活自立生活自立生活自立生活をををを希望希望希望希望
するときするときするときするとき

地 域

住住住住まいのまいのまいのまいの場場場場

家庭

アパート

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ

その他

(社員寮等)

支援支援支援支援
サービスサービスサービスサービス

作業所

通所授産

就労継続
支援

自立支援

その他

就労

ｾｰﾌｾｰﾌｾｰﾌｾｰﾌ
ﾃｨﾃｨﾃｨﾃｨ
ﾈｯﾄﾈｯﾄﾈｯﾄﾈｯﾄ



①①①① 施設存続施設存続施設存続施設存続のののの必要性必要性必要性必要性
（施設としての役割は県内にまだ必要か、県内配置バランスも考慮）

②②②② 存続存続存続存続のののの場合場合場合場合のののの適正規模適正規模適正規模適正規模
（施設として必要な定員規模はどの程度か）

③③③③ 民間運営民間運営民間運営民間運営のののの代替性代替性代替性代替性
（民間で同程度以上のサービスを利用できるか）

④④④④ 民間受民間受民間受民間受けけけけ皿皿皿皿のののの可能性可能性可能性可能性
（民間での受け皿はあるのか）

⑤⑤⑤⑤ 現状現状現状現状においてにおいてにおいてにおいて民間民間民間民間ではではではでは困難困難困難困難かつかつかつかつ県県県県としてとしてとしてとして実施実施実施実施すべきすべきすべきすべき機能機能機能機能

⑥⑥⑥⑥ 実施実施実施実施にににに当当当当たってのたってのたってのたっての配慮事項及配慮事項及配慮事項及配慮事項及びびびび問題点問題点問題点問題点
利用者への対応、現建物・敷地の問題、民間移行の時期

規模縮小の場合の対応、その他施設特有の個別配慮事項

検討項目検討項目検討項目検討項目

施設施設施設施設ごとのごとのごとのごとの将来方向将来方向将来方向将来方向

県立福祉施設
の位置図



知的障害者総合援護施設「佐賀コロニー」

養護老人ホーム「伊万里向陽園」
（県社協委託）

軽費老人ホーム「いずみ荘」

知的障害児通園施設「くすのみ園」（総合福祉センター内）

婦人保護施設「佐賀婦人寮」（県社協委託）

身体障害者総合援護施設「希望の家」

知的障害者通勤寮「九千部寮」
（手をつなぐ育成会委託）

知的障害者更生施設「九千部学園」

救護施設「日の隈寮」

知的障害者通勤寮「金立寮」（手をつなぐ育成会委託）

児童養護施設「聖華園」（県社協委託）

養護老人ホーム「佐賀向陽園」（県社協委託）知的障害児施設「春日園」

乳児院「みどり園」

県立福祉施設県立福祉施設県立福祉施設県立福祉施設のののの位置図位置図位置図位置図



将来方向将来方向将来方向将来方向（（（（経営主体別一覧経営主体別一覧経営主体別一覧経営主体別一覧））））

知的障害児通
園施設

知的障害児施
設

知的障害者更
生施設

身体障害者総
合援護施設

知的障害者総
合援護施設

乳児院

軽費老人ホーム

救護施設

施設種別

・ 知的障害者の就労移行支援施設（県営）として
継続運営

継続運営継続運営継続運営継続運営九千部学
園

・ 県内の入所定員２００名分の地域生活移行を
推進
・ 平成２８年４月を目途に定員１２０名程度に縮
小後、民間移譲

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲
（（（（地域移行地域移行地域移行地域移行 ・・・・
規模縮小後規模縮小後規模縮小後規模縮小後））））

佐賀コロ
ニー

再編強化再編強化再編強化再編強化春日園 ・ 平成２１年４月を目途に両施設を統合し、療育
指導者を育成する療育指導技術普及機関（県
営）に再編強化

・ 入所・通所機能は規模縮小し継続運営
くすのみ
園

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲
（（（（一部再編強化一部再編強化一部再編強化一部再編強化））））

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲
（（（（運営形態等運営形態等運営形態等運営形態等
検討後検討後検討後検討後））））

廃止廃止廃止廃止

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

・ 授産・療護 ： 平成２３年４月を目途に民間移譲

・ 更生 ： 身体障害者の地域生活移行のための

自立生活・就労支援拠点（県営）に再編強化

希望の家

・ 民間移譲を前提として、運営形態（単独・併設
等）等について検討し、平成２１年３月までに結論

みどり園

・ 平成２１年３月を目途に廃止いずみ荘

・ 平成２０年４月を目途に民間移譲日の隈寮

今後の方向性施設名

【県立県営施設】
（対象者別）



知的障害者
通勤寮

婦人保護施
設

児童養護施
設

養護老人
ホーム

施設種別

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲
（（（（後継施設類後継施設類後継施設類後継施設類
型検討後型検討後型検討後型検討後））））

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲
（（（（運営条件等運営条件等運営条件等運営条件等
検討後検討後検討後検討後））））

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲
（（（（運営形態等運営形態等運営形態等運営形態等
検討後検討後検討後検討後））））

民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

金立寮

・ 障害者自立支援法での後継施設類型を検討し、平

成２１年４月を目途に民間移譲

・ 民間移譲までは現受託法人を指定管理者に指定

九千部寮

・ 民間運営の条件整備等（引受意向確認、施設整備

等）を検討後、平成２３年４月を目途に民間移譲

・ 民間移譲までは現受託法人を指定管理者に指定

佐賀婦人寮

・ みどり園の運営形態等の検討後、平成２３年４月を

目途に民間移譲

・ 民間移譲までは現受託法人を指定管理者に指定

聖華園

伊万里向陽
園

・ 平成２１年４月を目途に民間移譲

・ 民間移譲までは現受託法人を指定管理者に指定

佐賀向陽園

今後の方向性施設名

【県立委託施設】



将来方向将来方向将来方向将来方向

民間移譲
民間移譲

【児童】
みどり園
聖華園

民間移譲
【女性】
佐賀婦人寮

再編強化
再編強化

【障害児】
春日園
くすのみ園

民間移譲・地域移行
民間移譲・再編強化
継続運営
民間移譲
民間移譲
民間移譲

【障害者】
佐賀コロニー
希望の家
九千部学園
日の隈寮
九千部寮
金立寮

廃止
民間移譲
民間移譲

【高齢者】
いずみ荘
佐賀向陽園
伊万里向陽園

【民間移譲】
日の隈寮
佐賀向陽園
伊万里向陽園
佐賀コロニー（再掲）
希望の家（授産・療護）
みどり園
聖華園
佐賀婦人寮

【廃止】
いずみ荘

【地域生活移行】
佐賀コロニー

【継続運営】
九千部学園

【再編強化】
春日園・くすのみ園
希望の家（更生部門）

療育支援

リハビリ機能
就労支援

就労支援

（（（（対象者別対象者別対象者別対象者別）））） （（（（方向性別方向性別方向性別方向性別））））



施設ごとの検討



（（（（１１１１））））日日日日のののの隈寮隈寮隈寮隈寮（（（（救護施設救護施設救護施設救護施設））））

①〈施設〉 救護施設は県内に今後も必要＜精神障害者、ホームレス、生活障害者の増加傾向＞

地域バランス上、県東部地区での施設設置が望ましい＜県内２施設、生活保護世帯分布状況＞

②〈規模〉 民間（定員１００）と合わせ現状の定員規模（１７０名）を維持＜精神障害者等増加と自立支援との関係＞

③〈代替性〉 民間でも十分受けられるサービス内容＜職員配置、サービスレベル等＞

④〈受け皿〉 民間救護施設（県中部地区）や民間障害者施設等からの引受希望あり

⑤〈県機能〉 県でなければ実施できない機能等はない＜全国的に民間施設がほとんど＞

⑥〈配慮事項等〉
・ 施設が老朽化（Ｓ３８建築） → 早急な居住環境改善（改築）が必要

・ 利用者が利用しやすく、施設管理者がサービス提供しやすい効果的・効率的な施設整備が
望ましい

・ 利用者・保護者意向、地元の理解 → 現地での改築が望ましい
＜土地確保の問題、２階建て建築の可能性の検討＞

○○○○ 平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

※現地での施設整備を基本として検討



（（（（２２２２））））いずみいずみいずみいずみ荘荘荘荘（（（（軽費老人軽費老人軽費老人軽費老人ホームホームホームホーム））））

①〈施設〉 軽費老人ホームでは存続不可
＜先導的役割の終了、民間ケアハウスの増加、入居ニーズ減少、国の方針（ケアハウスに統一方向）＞

②〈規模〉 －

③〈代替性〉 民間ケアハウスは介護保険サービスにも対応

④〈受け皿〉 老人福祉施設の増加＜Ｈ１６末で８９施設＞、うち民間施設の増加＜Ｈ１６末で７６施設＞

⑤〈県機能〉 県でなければ実施できない機能等はない＜民間老人福祉施設の増加＞

⑥〈配慮事項等〉

・ 施設が老朽化（Ｓ３８建築） → 建て替え等を検討すべき時期

・ 建て替えると利用料金は民間並に＜月額４６，７００円→６０，２１０円以上＞

・ 建て替え時は介護保険法に基づくケアハウス化が必要 ⇒ 軽費老人ホームは存続不可

・ 現入居者の新たな居住場所の確保に期間が必要

・ 廃止までの間のサービス維持のための職員配置が必要

○○○○ 平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年３３３３月月月月をををを目途目途目途目途にににに廃止廃止廃止廃止

※新規入居停止、現入居者の新たな居住場所の確保



（（（（３３３３））））みどりみどりみどりみどり園園園園（（（（乳児院乳児院乳児院乳児院））））

○○○○ 民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲をををを前提前提前提前提としてとしてとしてとして、、、、運営形態運営形態運営形態運営形態（（（（単独又単独又単独又単独又はははは併設等併設等併設等併設等））））やややや老朽化老朽化老朽化老朽化によるによるによるによる建建建建てててて替替替替ええええ・・・・

用地等用地等用地等用地等についてについてについてについて検討検討検討検討しししし、、、、平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年３３３３月月月月までにまでにまでにまでに結論結論結論結論

就学前まで
乳児期から可

①〈施設〉 県内唯一の施設であり今後も必要＜虐待等児童を取り巻く環境、代替施設なし＞

②〈規模〉 乳児院機能としては現行の定員規模が必要＜少子化と虐待等増加傾向との関係＞

ただし、今後検討が必要＜年齢要件緩和、入所ニーズの動向＞

③〈代替性〉 専門職員の配置により民間でも十分受けられるサービス＜全国的に民間運営がほとんど＞

④〈受け皿〉 民間の引受の可能性は不確実＜県内唯一の施設、経営面の課題＞

単独運営には経営面が課題＜専門職員配置、児童相談所からの措置入所、一定年齢で退所＞

※全国的には他の福祉施設との複合経営が多数

児童養護施設での乳児受入も選択肢の一つ＜年齢要件緩和、規模縮小＞

聖華園との一括移譲も選択肢の一つ＜年齢要件緩和、複合経営＞

⑤〈県機能〉 県でなければ実施できない機能等はない＜全国的に民間運営がほとんど＞

⑥〈配慮事項等〉

・ 施設が老朽化、敷地も狭隘 → 移転改築を検討すべき時期＜施設整備、設置場所等の検討＞



（（（（４４４４））））佐賀佐賀佐賀佐賀コロニーコロニーコロニーコロニー（（（（知的障害者総合援護施設知的障害者総合援護施設知的障害者総合援護施設知的障害者総合援護施設））））

①〈施設〉 当面、入所型施設の役割は必要＜地域での生活が困難な方、地域の受け皿の状況 等＞

②〈規模〉 定員は１２０名程度の規模へ（県内の２００名程度を地域生活へ移行）

＜障害者プランのニーズ調査、Ｈ１６利用者アンケート、地域移行の取組をコロニーで積極的に実施＞

③〈代替性〉 民間でも十分受けられるサービス内容
＜職員配置、サービスレベル、全国的に民間運営がほとんど＞

④〈受け皿〉 民間障害者施設からの引受意向あり＜民間アンケート調査＞

⑤〈県機能〉 県でなければ実施できない機能等はない＜先導的役割の終了、全国的にも民間がほとんど＞

⑥〈配慮事項等〉
・ 障害者自立支援法における新施設体系への対応が必要

・ 授産工賃が民間に比べ極めて低い → 民間活力の導入検討

・ 地域での受け皿の確保、県内知的障害者の地域生活移行の体制づくり

→ コロニー、保健福祉事務所など関係機関が協力して実施

・ 施設の老朽化、広大な敷地 → 居住環境改善、敷地活用策の検討が必要

○○○○ 県内県内県内県内のののの入所定員入所定員入所定員入所定員200名分名分名分名分のののの地域生活移行地域生活移行地域生活移行地域生活移行をををを推進推進推進推進 →→→→ 県内入所定員県内入所定員県内入所定員県内入所定員のののの減減減減
※※※※ ５５５５年年年年でででで１００１００１００１００名名名名をををを目標目標目標目標としとしとしとし、、、、取組取組取組取組のののの成果成果成果成果をををを検証検証検証検証

○○○○ 平成平成平成平成２８２８２８２８年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに定員定員定員定員120名程度名程度名程度名程度にににに縮小後縮小後縮小後縮小後、、、、民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

県内入所定員1,200名
1,200＊35%＊1/2=210名
(※1,200＊15%=180名）

地域での暮らし希望42.7% 地域での暮らし希望15%、どちらとも言えない20%、計35%



（（（（５５５５））））希望希望希望希望のののの家家家家（（（（身体障害者総合援護施設身体障害者総合援護施設身体障害者総合援護施設身体障害者総合援護施設））））

①〈施設〉 当面、入所型施設の役割は必要＜地域での生活が困難な方、地域の受け皿の状況 等＞

②〈規模〉 授産・療護は現行規模を維持、入所更生は利用者に応じた規模へ（２０～３０名）
＜重複障害が多く地域生活移行は望みにくい、自立訓練施設は通所が原則、遠隔地の通所困難者への配慮＞

③〈代替性〉 授産・療護は民間でも十分受けられるサービス内容
＜職員配置、サービスレベル、全国的に民間がほとんど＞

更生は専門職員（理学療法士等）の配置が必要 → 民間経営は困難
＜全国で肢体不自由者更生は公立がほとんど、県内に民間施設なし＞

④〈受け皿〉 民間障害者施設からの引受意向あり＜民間アンケート調査＞、更生部門運営は不確実

⑤〈県機能〉 授産・療護 ： 県でなければ実施できない機能等はない
＜先導的役割の終了、授産・療護は全国では民間がほとんど＞

更生 ： 県内のリハビリ機能が弱い、身体障害による日常生活・就労への不安
→ 身体的リハビリ・実生活訓練・相談支援等の強化が必要

専門職員配置、全県下対象 → 広域・専門的な支援は県の責務

⑥〈配慮事項等〉
・ 障害者自立支援法における新施設体系への対応が必要
・ 授産工賃が民間に比べ極めて低い → 民間活力の導入検討
・ 施設は一体となっており、更生部門のみの分割運営は困難
・ 身体障害者更生相談所（専門的相談・指導、補装具給付等の要否判定など実施）との連携が必要

○○○○ 授産授産授産授産・・・・療護療護療護療護 ：：：： 居住支援居住支援居住支援居住支援（（（（住住住住まいのまいのまいのまいの場場場場））））をををを主主主主としたとしたとしたとした施設施設施設施設 ⇒⇒⇒⇒ 平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

○○○○ 更生部門更生部門更生部門更生部門 ：：：： 身体障害者身体障害者身体障害者身体障害者のののの地域生活移行地域生活移行地域生活移行地域生活移行のためののためののためののための自立生活自立生活自立生活自立生活・・・・就労支援就労支援就労支援就労支援のののの拠点拠点拠点拠点（（（（県営県営県営県営））））にににに
再編強化再編強化再編強化再編強化 ＜＜＜＜リハビリリハビリリハビリリハビリ機能強化機能強化機能強化機能強化、、、、自立訓練自立訓練自立訓練自立訓練、、、、就労移行支援就労移行支援就労移行支援就労移行支援＞＞＞＞

※通所を基本として居住支援施設（定員２０～３０名）を併設（通所困難者の自立訓練の機会を確保）

現員14名／定員30名



（（（（６６６６））））九千部学園九千部学園九千部学園九千部学園（（（（知的障害者更生施設知的障害者更生施設知的障害者更生施設知的障害者更生施設））））

○○○○ 知的障害者知的障害者知的障害者知的障害者のののの就労移行支援施設就労移行支援施設就労移行支援施設就労移行支援施設（（（（県営県営県営県営））））としてとしてとしてとして継続運営継続運営継続運営継続運営

○○○○ 将来将来将来将来のののの指定管理者制度導入指定管理者制度導入指定管理者制度導入指定管理者制度導入もももも検討検討検討検討

①〈施設〉 軽度の知的障害者対象の就労支援施設として必要
＜軽度者は年金受給できず就労支援の必要性、高い県民ニーズ、障害者自立支援法の趣旨に合致＞

②〈規模〉 当面、現行の定員規模（７０名）を維持
＜少子化と障害児増加傾向との関係、養護学校高等部新設による動向＞

③〈代替性〉 就労訓練は民間でも受けられる＜※就労移行支援システム・ノウハウは必要）

本人の適性に応じた一貫指導（生活訓練、就労訓練、職場開拓）
→ 一部民営化は就職率低下の懸念

④〈受け皿〉 民間障害者施設からの引受希望あり＜民間施設アンケート調査＞

民間での職場開拓や就労支援はノウハウなく、経営的・人的に困難
＜軽度の支援費単価が低い＞

今後、民間が就労移行支援事業に参入する期待も
→ 現段階での民間運営は不確実

⑤〈県機能〉 職場開拓や雇用先との連携の面で県立の看板機能
→ 将来の指定管理者制度導入も検討

⑥〈配慮事項等〉

・ 障害者自立支援法における新施設体系への対応が必要 → 就労移行支援施設へ



（（（（７７７７））））春日園春日園春日園春日園（（（（知的障害児施設知的障害児施設知的障害児施設知的障害児施設））））

①〈施設〉 療育指導技術普及（研修・研究）機関としての水準維持や研修実践の場

入所型施設としての必要性＜障害児の増加、養護学校等への通学面、児童虐待の増加等＞

県内２施設の必要性＜西部に１民間施設（定員３０名）、中東部をカバーする施設が必要＞

②〈規模〉 定員は３０名（２０名減）＜一定の入所ニーズ、南部養護学校寄宿舎との関係、民間施設より多い定員＞

③〈代替性〉 入所機能は民間でも十分受けられるサービス内容
＜職員配置、サービスレベル、民間も重度障害児受入＞

在宅支援事業（地域療育等支援）は民間事業者も実施（県委託）

④〈受け皿〉 民間障害者施設からの引受意向あり＜民間アンケート調査＞

⑤〈県機能〉 自閉症等発達障害の早期発見・早期療育、人材育成、広域・専門的支援
地域での専門的な療育指導体制が未整備

→ 療育指導技術の普及・人材育成が急務、地域療育指導体制の整備

くすのみ園も障害児対象の類似事業実施＜通園、訪問療育指導など＞

⑥〈配慮事項等〉

・ 自立支援法関連で障害児施設体系も再編の見込み＜概ね５年後施行を目途に３年以内に結論＞

○○○○ 平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にくすのみにくすのみにくすのみにくすのみ園園園園とととと統合統合統合統合
⇒⇒⇒⇒ 療育指導者療育指導者療育指導者療育指導者をををを育成育成育成育成するするするする療育指導技術普及機関療育指導技術普及機関療育指導技術普及機関療育指導技術普及機関（（（（県営県営県営県営））））にににに再編強化再編強化再編強化再編強化

○○○○ 入所機能入所機能入所機能入所機能はははは規模縮小規模縮小規模縮小規模縮小してしてしてして継続運営継続運営継続運営継続運営 →→→→ 研修実践研修実践研修実践研修実践のののの場場場場

○○○○ 障害児施設体系障害児施設体系障害児施設体系障害児施設体系のののの見直見直見直見直しにあわせたしにあわせたしにあわせたしにあわせた検討検討検討検討もももも実施実施実施実施

現員33名／定員50名



（（（（８８８８））））くすのみくすのみくすのみくすのみ園園園園（（（（知的障害児通園施設知的障害児通園施設知的障害児通園施設知的障害児通園施設））））

①〈施設〉 通園施設：療育指導技術普及（研修・研究）機関としての水準維持や研修実践の場

通園施設としての必要性＜日々通園の療育指導施設、利用希望者多数、代替施設なし＞

県中部地区設置の必要性＜民間施設(1)は県北部、全県的な利用希望への対応も必要＞

②〈規模〉 定員は２０名（１０名減）＜身近な地域での療育指導の進展、実践の場 → 施設最低定員規模へ＞

③〈代替性〉 ノウハウ・人材が揃えば民間でも十分受けられるサービス内容
＜現在は人材が不足、全国で県立県営は当施設のみ＞

現在の取組状況からは不確実＜全国では民間３割、市町村６割＞

④〈受け皿〉 民間障害者施設からの引受意向あり＜民間アンケート調査＞
→ 療育指導も含めた自立経営は不明

⑤〈県機能〉 自閉症等発達障害の早期発見・早期療育、人材育成、広域・専門的支援

地域での専門的な療育指導体制が未整備
→ 療育指導技術の普及・人材育成が急務、地域療育指導体制の整備

春日園も障害児対象の類似事業実施＜入所施設、在宅児の通園、訪問療育指導など＞

⑥〈配慮事項等〉

・ 自立支援法関連で障害児施設体系も再編の見込み＜概ね５年後施行を目途に３年以内に結論＞

○○○○ 平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに春日園春日園春日園春日園とととと統合統合統合統合
⇒⇒⇒⇒ 療育指導者療育指導者療育指導者療育指導者をををを育成育成育成育成するするするする療育指導技術普及機関療育指導技術普及機関療育指導技術普及機関療育指導技術普及機関（（（（県営県営県営県営））））にににに再編強化再編強化再編強化再編強化

○○○○ 通園機能通園機能通園機能通園機能はははは規模縮小規模縮小規模縮小規模縮小してしてしてして継続運営継続運営継続運営継続運営 →→→→ 研修実践研修実践研修実践研修実践のののの場場場場

○○○○ 障害児施設体系障害児施設体系障害児施設体系障害児施設体系のののの見直見直見直見直しにあわせたしにあわせたしにあわせたしにあわせた検討検討検討検討もももも実施実施実施実施



（（（（９９９９））））佐賀向陽園佐賀向陽園佐賀向陽園佐賀向陽園・・・・伊万里向陽園伊万里向陽園伊万里向陽園伊万里向陽園（（（（養護老人養護老人養護老人養護老人ホームホームホームホーム））））

①〈施設〉 施設としては必要
＜県内待機者は減少傾向だが相当数存在、高齢化の進展、在宅での生活困難者＞

②〈規模〉 同程度の定員規模は今後も必要＜ 〃 ＞

③〈代替性〉 民間でも十分受けられるサービス内容＜職員配置、サービスレベル、県内半数は民間運営＞

④〈受け皿〉 民間老人福祉施設からの引受意向あり

⑤〈県機能〉 県として充実すべき業務はない＜市町村が入所措置、全国の県立施設は民営化の方向＞

⑥〈配慮事項等〉

・ 利用者と施設職員との信頼関係に配慮する必要＜現受託法人職員の処遇＞

・ 指定管理者制度への対応＜数年おきに管理者が変わる可能性、措置費の範囲内で運営＞

・ 介護保険制度への対応＜介護ニーズには介護保険によるサービス提供へ＞

・ 利用者・家族の理解、移譲条件の検討・移譲先選定手続き等の期間が必要

○○○○ 平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

○○○○ 民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲までのまでのまでのまでの間間間間、、、、現受託法人現受託法人現受託法人現受託法人をををを指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者にににに指定指定指定指定（（（（３３３３年年年年）））） →→→→ サービスサービスサービスサービスのののの継続継続継続継続



（（（（１０１０１０１０））））聖華園聖華園聖華園聖華園（（（（児童養護施設児童養護施設児童養護施設児童養護施設））））

①〈施設〉 施設としては今後も必要＜親の養育能力不足、児童虐待増加などニーズは増大傾向＞

②〈規模〉 県内児童養護施設の定員規模は現行規模程度が必要＜ニーズ増加と少子化との関係＞

県内配置バランスでの中部地区の状況、高校進学時の通学等にも配慮する必要
＜県内最大の定員規模、民間施設への定員配分の可能性＞

③〈代替性〉 民間でも十分受けられるサービス内容＜職員配置、サービスレベル、県内全て民間運営＞

④〈受け皿〉 民間施設の引受意向は、一括（定員７０名）引受では不透明

児童の養護にある程度ノウハウを有する法人が望ましい
民間施設への定員配分も選択肢の一つ＜小規模グループケアにより収容能力に余裕＞
みどり園（乳児院）との併設も大きな選択肢の一つ＜みどり園の検討に３年＞

⑤〈県機能〉 県として充実すべき機能はない＜民間に十分なノウハウ＞

⑥〈配慮事項等〉

・ 入所児童と施設職員との愛着形成に配慮する必要＜現受託法人職員の処遇＞
・ 指定管理者制度への対応＜数年おきに管理者が変わる可能性、措置費の範囲内で運営＞
・ 民間の意向把握、移譲条件の検討・移譲先選定手続き等の期間が必要

○○○○ みどりみどりみどりみどり園園園園のののの運営形態等運営形態等運営形態等運営形態等のののの検討後検討後検討後検討後 ⇒⇒⇒⇒ 平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

○○○○ 民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲までのまでのまでのまでの間間間間、、、、現受託法人現受託法人現受託法人現受託法人をををを指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者にににに指定指定指定指定（（（（５５５５年年年年）））） →→→→ サービスサービスサービスサービスのののの継続継続継続継続



（（（（１１１１１１１１））））佐賀婦人寮佐賀婦人寮佐賀婦人寮佐賀婦人寮（（（（婦人保護施設婦人保護施設婦人保護施設婦人保護施設））））

①〈施設〉 県内唯一の施設であり今後も必要
＜保護・自立支援の代替施設なし、ＤＶ被害者増、自立支援を充実＞

②〈規模〉 現行定員規模を維持＜売防法減少とＤＶ増加との関係＞ ⇒婦人相談所の相談状況をみて今後も検討

③〈代替性〉 居住支援は民間でも十分受けられるサービス内容＜職員配置、サービスレベル等＞、
自立支援の民間運営は不確実

④〈受け皿〉 民間施設からの引受意向あり＜同種施設の運営実績なし＞

経営面では不安定＜保護入所と自立支援で利用者数が変動＞

⑤〈県機能〉 ＤＶ被害者等への民間との協働による自立支援＜民間取組を支援＞

⑥〈配慮事項等〉
・ 利用者と施設職員との信頼関係に配慮する必要＜現受託法人職員の処遇＞

・ 指定管理者制度への対応＜数年おきに管理者が変わる可能性、措置費の範囲内で運営＞

・ 施設老朽化、敷地も狭隘 → 移転改築等を検討すべき時期
＜施設整備、設置場所等の検討が必要＞

・ 民間の意向把握、移譲条件の検討・移譲先選定手続等の期間が必要

○○○○ 民間運営民間運営民間運営民間運営のののの条件整備等条件整備等条件整備等条件整備等（（（（引受意向引受意向引受意向引受意向のののの確認確認確認確認､､､､施設整備等施設整備等施設整備等施設整備等））））をををを検討後検討後検討後検討後
⇒⇒⇒⇒ 平成平成平成平成２３２３２３２３年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

○○○○ 民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲までのまでのまでのまでの間間間間、、、、現受託法人現受託法人現受託法人現受託法人をををを指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者にににに指定指定指定指定（（（（５５５５年年年年）））） →→→→ サービスサービスサービスサービスのののの継続継続継続継続



（（（（１２１２１２１２））））九千部寮九千部寮九千部寮九千部寮・・・・金立寮金立寮金立寮金立寮（（（（知的障害者通勤寮知的障害者通勤寮知的障害者通勤寮知的障害者通勤寮））））

①〈施設〉 施設機能は必要＜就労支援は充実方向＞

通勤寮では存続できない＜自立支援法施設体系＞

②〈規模〉 定員規模について検討が必要＜後継施設類型の詳細が不明確＞

③〈代替性〉 居住支援は民間でも十分受けられるサービス内容
＜職員配置、サービスレベル、全国的で民間の設置運営は７５％＞

④〈受け皿〉 民間障害者施設からの引受意向あり

軽度者の支援費単価は低く経営は厳しいが、支援費の範囲内で運営＜新単価が不明＞

⑤〈県機能〉 県で実施すべき業務はない＜全国的にも民間運営が大半＞

⑥〈配慮事項等〉

・ 障害者自立支援法における新施設体系への対応＜新体系では通勤寮の位置付けなし＞

・ 利用者と施設職員との信頼関係に配慮する必要＜現受託法人職員の処遇＞

・ 指定管理者制度への対応＜数年おきに管理者が変わる可能性、支援費の範囲内で運営＞

・ 後継施設類型の検討、移譲条件の検討・移譲先選定手続き等の期間が必要

○○○○ 障害者自立支援法障害者自立支援法障害者自立支援法障害者自立支援法のののの後継施設類型後継施設類型後継施設類型後継施設類型をををを検討後検討後検討後検討後 ⇒⇒⇒⇒ 平成平成平成平成２１２１２１２１年年年年４４４４月月月月をををを目途目途目途目途にににに民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲

○○○○ 民間移譲民間移譲民間移譲民間移譲までのまでのまでのまでの間間間間、、、、現受託法人現受託法人現受託法人現受託法人をををを指定管理者指定管理者指定管理者指定管理者にににに指定指定指定指定（（（（３３３３年年年年）））） →→→→ サービスサービスサービスサービスのののの継続継続継続継続



県立福祉施設一覧県立福祉施設一覧県立福祉施設一覧県立福祉施設一覧 （検討対象：直営８ 委託６）

１９２０佐賀市－Ｓ５１金立寮委託

２７３０鳥栖市Ｈ１１Ｓ４４九千部寮委託

更生１９４

授産１１０

更生２００

授産１２０

佐賀市－Ｓ４６佐賀コロニー県営

更生６８更生７０鳥栖市Ｈ８Ｓ３７九千部学園県営知的障害者援護施設

更生１０

療護５９

授産３１

更生３０

療護６０

授産４０

みやき町－Ｓ４８希望の家県営身体障害者援護施設

１５２０佐賀市－Ｓ３３佐賀婦人寮委託婦人保護施設

３０３０佐賀市－Ｓ５８くすのみ園県営知的障害児通園施設

３６５０佐賀市Ｈ５Ｓ２８春日園県営知的障害児施設

６４７０佐賀市Ｓ４８Ｓ２４聖華園委託児童養護施設

１７２３佐賀市Ｓ３９Ｓ２２みどり園県営乳児院児童福祉
施設

１００１００伊万里市Ｓ６３Ｓ２３伊万里向陽園委託

８０８０佐賀市Ｓ６０Ｓ２１佐賀向陽園委託養護老人ホーム

４０７０嬉野市－Ｓ３８いずみ荘県営軽費老人ホーム老人福祉
施設

６７７０神埼市－Ｓ３８日の隈寮県営救護施設保護施設

入所者
（H16平均)

定員所在地改築年設置年施設名運営施設種別



救護施設「日の隈寮」
設置・経営：佐賀県
定員：７０名

救護施設「しみず園」
設置・経営：社会福祉法人
定員：１００名

救護施設救護施設救護施設救護施設のののの位置図位置図位置図位置図



児童養護施設「洗心寮」
設置・経営：社会福祉法人
定員：４５名

児童養護施設「佐賀清光園」
設置・経営：社会福祉法人
定員：５０名

児童養護施設「済昭園」
設置・経営：社会福祉法人
定員：４０名

児童養護施設「聖母園」
設置・経営：社会福祉法人
定員：３５名

児童養護施設「聖華園」
設置：佐賀県
経営：佐賀県社会福祉協議会
定員：７０名

児童養護施設「慈光園」
設置・経営：社会福祉法人
定員：３５名

乳児院「みどり園」
設置・経営：佐賀県
定員：２３名

乳児院乳児院乳児院乳児院、、、、児童養護施設児童養護施設児童養護施設児童養護施設のののの位置図位置図位置図位置図

９３２県立

２９８７計

２０５５私立

市町村立

定員施設



知的障害児施設「くろかみ学園」
設置・経営：社会福祉法人
定員：３０名

知的障害児施設「春日園」
設置・経営：佐賀県
定員：５０名

知的障害児通園施設「くすのみ園」
設置・経営：佐賀県（総合福祉センター内）
定員：３０名

知的障害児通園施設
「からつ医療福祉センターまつぼっくり教室」
設置・経営：社会福祉法人
定員：２０名

知的障害児施設知的障害児施設知的障害児施設知的障害児施設、、、、知的障害児通園施設知的障害児通園施設知的障害児通園施設知的障害児通園施設のののの位置図位置図位置図位置図


